

























































































































































分担を示す二つの表を参照されたい。Participating libraries and their language coverage, India. 及び


























持している。SAMP（South Asian Microfilm Project）は上記コンソーシアムと Center for Research Libraries
とが協力して 1962年以来活動を続けているプロジェクトであるが、インド考古学関係資料、地
租設定報告書、発禁書などをマイクロフィルム化して大きな成果をあげている。












　最近の情報では、コロンビア大学図書館、シカゴ大学図書館、及び Center for Research 
Librariesの三者が協力して、2000年 1月に CSAL（Center for South Asian Libraries）が設立された。これ
は南アジア地域の歴史資料の収集・整理・保存を目的としている。
　9.11事件以来米国政府は南アジア研究に対して大量の資金を支出しはじめた。一年間約 2,000
万ドルが追加支出されたといわれる。 2002年に The Council of South Asia Library Centers.が設
立され、CSALはそのメンバーとなる。また Roja Muthiah Research Library, Sundarayya Vignana 











表的なものは SCONUL（Society of College, National and University Libraries）のオリエント関係図書館部会の
集まりがあり、アフリカ関係の SCOLMA（Standing Conference on Library Materials on Africa）も活発な活動
を広げている。後者は年次総会を毎年開き、情報交換・研究発表を行うが、その他にセミナーを
開催したり、加盟図書館の収集資料分野についての国別・主題別の調整をおこなったりしている。







の中で記憶されるのは、「アジア資料懇話会」（JOLG=Japan Orientalist Librarians Group）で、当時の国立
国会図書館アジア資料課長河島慎一氏と金沢工業大学の金子量重氏が中心となって結成され、
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